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風疹生 ワ ク チ ン 接種 に よ る 効果 に つ い て接種後の 免疫抗体 を血清疫学的に 調査 す る こ と に よ り検
討 した ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種 は女子 中学生が対象であり ， 任 意接種 は妊娠可能年齢婦人 が 対象 である
が ， その 両接種 の対象女性 に つ い て富山県内 で 調査 し た 一 初め に ， 定期接種世代女性2，935名の 風疹抗体
保有状況 を198年 に横断的 に 調査 した 結果 ， 近年90％ を越 えて い る富山県の 年度別 ワ ク チ ン接種率と年
齢別抗体陽性率 と の 間 に 有意 な相関 くr ニ 0－ 76， pく0 ．0 51 を認 め た ■ 風 疹 に 対 す る 血 球 凝 集抑制
くhe m agglutin atio n inhibitio n， H Il 抗体価が 16倍 以 上 あ り ， か つ ， 酵 素 抗 体法 く
e n zym e
im m u n o a ss ay， EIAl に よ る風疹特異的 IgG 抗体くRube11a－IgGl レ ベ ル が 陽性 で ある r 真陽性Jを指標
に して ， ワ ク チ ン接種率 の 高 か っ た く91．0％1 世代と低 か っ た く77－6％1 世代の 仁真陽 胤 率 を求 めた －
結果 ， ワ ク チ ン接種率 の 高 い 世代 に96．3％ ， 低い 世代 に 93■6％の 仁真陽胤 率 が得 られ ， 1 ％未満の 危
険率で有意 な違い が認 め ら れ た ． 次 に ， 1984年か ら1988年ま で の 期間2，979名 の 妊娠可能年齢婦人 の任
意風疹 ワ ク チ ン 接種率 を調査 した ■ 風疹 H I抗体価 8倍未満 の婦人1，193名 に お い て8．5％ の 接種率 で
あ っ た ． 定期接種世代 を除く妊娠可能年齢婦人 の風疹抗体保有率は ， 1984年57－9％， 1988年60■8％で あ
り統計的な差異 はみ ら れ な か っ た ． 8■5％の ワ ク チ ン 接種率が妊娠可能年齢層婦人の風疹抗体保有率 を
改善 して い る と は考 え られ な か っ た ． 197 6年か ら1988 年 まで 毎年 ， 合計10，441名の 妊 娠 可能年齢層の風
疹抗体保有状況 と風疹感染状況 を調査 した ． そ の 結 軋 風疹流行期 に は妊娠可能年齢層の風疹感受性者
に お ける 風疹感染率の増加が み られ た ． また 風疹 ワ ク チ ン 接種後 に 風疹抗体 が認 め ら れ な い r 非陽転
割 へ ワ クチ ン 再投与 を試み た と こ ろ ， ワ ク チ ン再接種 に よ る r真陽 胤 抗体獲得率は68％く17ノ251 と
初 回接種者の獲得率 よ り低率で あ っ た くp く0．01ト 以上 の成績 か ら ， 風疹 ワ ク チ ン接種率が9 0％台 を 示
す 定期風疹 ワク チ ン接種世代女性 で は風疹感染予防上 の 効果 が み ら れ た が ， 定期 の 風疹 ワ ク チ ン 接種世
代女性 を除 い た ， 任意 に よ る風疹 ワ ク チ ン 接種率が10％未満 を示 した 妊娠可能年齢層の婦人 に は風疹流
行期 に 患者発生が確認 さ れ た ． 結論と し て ， 全 ての 妊 娠可能年齢層で風疹 ワ ク チ ン接種率 を向上 さ せ る
こ とが 風疹予防 に 重要 で あ る と 考 えら れ る ．
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風疹 は風疹 ウイ ル ス が原因 で 起 こ り ， 主 に 小児 に 好 と が知 ら れ る よ う に な っ た
抑
． 風 疹が 特に 公 衆衛生 上
発 す る伝染病 で あ る ， 症状 は比 較的軽く ， 予 後 は良好 の 問題 に な る の は ， 妊婦 が妊 娠中に 風疹 に 感染 した際
で あ ま り重要視さ れ て い な か っ た ． しか し ． 194 1年 に ， 時 に 先 天 性風疹 症 候 群 くC O nge nital rubella
Greg gが報告
l，して 以来 ， 成人 女性が妊娠中に 風疹感 syndr o m e， C R Sl と 呼ぶ 異常出産 あ る い は子 供の 機能
染 す る と無視 で き な い 深刻 な影響を時と して呈 す る こ 障害が 起 こ る こ と で ある ． C RSの 危険率は ， 妊婦が妊
Abbreviatio n s ニC R S， C O ngenital rubella syndr o m eニ EIA， e n Zym eim m un o ass ay ニFI T
C，
flu ore sc ein isothio cya n ate芸 H A， he m ag glutin atio ni H B， hepatitis Bi H Bs， hepatitis
B
s urfa c eニ H I， he m ag glutin ation inhibitio n三 M M R， m e a Sles， m u mpS a nd r ubella i
P B S，
風疹 ワ ク チ ン 接種後 の 抗体に 関す る疫学的研究
娠3カ 月以 内に 本症 に 層患 した 場合非常に 高く ， 平均
20旬 25％の 割合 で新生児 に C RS が起 こ る と 言わ れ て
い る4－． 医療技術が非常 に 進歩 し た 現在 で も 多く の ウ
イ ル ス に 対 し て 特効薬 はな く ． 風疹 も例外 で は ない ．
一 旦妊婦 が風疹 に 感染 して しま う と ， C R S出生 を防
止 す る目的 で ， 多く の 中絶 が行わ れ て い るの が 現状 で
ある
5卜 刀
■ した が っ て 風疹 予 防の 目標 は ， 取 り も なお さ
ず C R Sの 発生防止 で ある ．
風疹の 原因と な る 風疹 ウイ ル ス が よ う や く 分離 さ
れ8，， 風疹感染予防を目的と した 風疹 ワ ク チ ン が 認可
され た の は米国で1969年の こ と で あ る別 ． そ の 後 ， 風
疹ワ ク チ ン は妊婦 の 風疹感染 を予防 し ， C R Sの 発 生
を阻止 す る目的 で 日本 を含め世界各国で認可 され て い
る
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■ しか し， 風疹 ワ ク チ ン をい ち 早く 採用 し て い る
国で あ っ て も ， 今 日 な お ， C R Sの 発生報告は続 い て い
る 川 ． こ れ ま で 日本の C RS 発生率 は外国 に 比 べ て低
い と す る見方12，があ っ たが ， 最近 ， C R S発生が常在 し
て い る こ と が 報告さ れ て い る1封 ．
一 方 ， 風疹 ウ イ ル ス に 対す る 血 液中の免疫抗体 を簡
便 か つ 特 異的 に 測 定可能 に し た ， 血 球 凝 集抑制
くbe m ag glutin atio ninhibitio n， H Il 試験が開発 され て
以来
，
風疹 の 血清疫学 は急速に 進歩 し， 現在 と過去の
風疹感染状況 が 明 ら か に な っ て く る一 帖 即 と と も に 風疹
ワク チ ン の効果 を評価 し ， ワ ク チ ン 戦略 の検討 を行う
上 で血清疫学 は な く て は な ら な い も の と な っ て い
る17 H 餌． 風疹 ワ ク チ ン 戦略 の 成否 は ワ ク チ ン に よ っ て
獲得し た抗体の 持続性と ， 風疹 ワ ク チ ン 接種率の 高さ
とに 依存 して い る1 引 こ と か ら ， 過去 の 風疹 ワ クチ ン 制
度が検討さ れ ， そ の 検 討に 基づ い た よ りき め細 か な ワ
ク チ ン 戦略が世界 の 国 々 で 新 た に 実 行 に 移 さ れ て い
る
2恥 詑1
日本に お け る風 疹 ワ ク チ ン の 接種開始は1977年 で あ
り， 女子 中学生 に 対 す る定期接種 と ， 妊 娠可能年齢婦
人 に対 す る任意接種 と ， い ず れ も女 性 を対象 に 実施さ
れて い る ． 定期の ワ ク チ ン 接種状況 は よ く把握さ れ て
おり ， ワ ク チ ン 接種率は ， 全 国平均が1977 年27．3％ ，
1978へ 1988年63．7へ 74．0％で あ っ た聖 富 山県 の 定期
風疹 ワ ク チ ン 接種率 は接種開始以来柵一 貫 して 全国平均
接種率 を大幅に 上 回 っ て い る ． 特に 最近 の 数年間は ほ
ぼ90％台の ワ ク チ ン 実施率 で あ る24ト 叫 俵 1ト 他方 ，
風疹 ワ ク チ ン接種制度の もう 一 方の 成人 女性 を対象と
した任意接種 の 状況 は全国的に も ， ま た富 山県内でも
phosphate buffered s alin eニ Rate－ R－ Va C Cin e，
r ubella－Spe Cific IgG a ntibody by e nzym e
V aC Cinatio n eligible girls
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ほ とん ど把速 され てい な い ， この よ う に 風疹 ワ ク チ ン
接種 に 関す る 関心の 中心は ， こ れ ま で の と こ ろ 定期接
種 に偏 っ て お り ， 定期接種対象で あ っ た女性達が妊娠
可能年齢層 の か な りの 割 合 を占 め る よ う に な っ た 今
日， 風疹 ワ ク チ ン 予防接種制度全般 に か か る評価が 必
要と され て い る ■ そ の 中でも ワ ク チ ン 接種率 を課題 と
した検討 は十分と は 言えず35I， 風疹ワ ク チ ン 接 種率 と
風疹抗体保有状況 ， ま た は妊娠可能年齢婦人 の 風疹に
対する 予防状況と の関係 を検討 した報告は ， 国内ば か
り か 国際的に も少 な い 弼
そ こ で ， 著者 は富山県に お け る90％を越 える 高い 定
期 ワ ク チ ン接種率 に よ る 効果 を評価し
， 次に 妊 娠可能
年齢層婦人 に お ける任意ワ ク チ ン 接種率と ， 風疹抗体
保有状軋 風疹感染状況 と の関係 を検討 し た ． 最後
に
， 風疹 ワ ク チ ン 接種 に よ る抗体獲得状況を追跡調査
し， ワ ク チ ン によ る抗体獲得の 個人 差 を検討 し報告す
る ．
対象お よ び方法
王 ， 風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代 に 関す る 調 査
日本で は 中学校 で女子 を対象 に 風疹 ワク チ ン 投与を
行 っ て い る ． この 制度は 風疹 ワ ク チ ン定期接種と定め
られ て い る 抑 ． こ の 定期接種 は1977年か ら始 ま っ た の
で ， 1962年 4 月以 降に 生まれ た 女性達 が こ の 定期接種
の 対象者 で あ る ． 本調査 で は ， その 年 齢層の 女性 を風
Tablel－ Rate s of irn mmiz atio n again st
r ube11ainju nio rhigh s cho ol girls， 19 77－
1987．






















































































































A ll data repr e se nt pe rc e ntage． a， Data a r e
fr o m亡23コ．
r ate of r ubella v accin atio nニ Rubella－IgG，
im m un oa s s ay ニ R－V a C Cin e－ eligibles， rubella
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疹 ワ ク チ ン 定 期 r接種世代J くrubella v a c cin ation
eligible girls， R－Va C Cin e． eligible sン と称 す る こ とと す
る ．
1988 年に ， 1962年 4月 以 降 に 生 ま れ た 高校生 以 上
の ， 年齢1 6旬 26歳の 女性2，935名 を対象 に ， 富 山県内
一 円の 高 私 大学 ， 職場 ， 病院外来 ， 合計17 の施設に
ぉ い て ， 本調査の 主旨に 同意 した 女性 に つ い て ， 風疹
抗体価測定の た め の採血 と ア ン ケ
ー ト調査 に よ り風疹
ワ ク チ ン 接種歴お よ び 風疹既往歴 を調査 し た ， r 接 種
世代J の出身中学校別集計 で は県内中学校 の84％を網
羅 した ． 問診 票 に は生年月 日 ， 卒 業中学校名 ， 卒業
軋 風疹感染既往歴， 風疹 ワ ク チ ン の接種の有無と そ
の 時期を用 紙 に 記入 させ た ■ 採 血後 の 風疹抗体価測定
の 結果 ， 風疹抗体が認め られ な い 場合や ， 低 い 抗体価
成績の 女性た ち に つ い て は ， 当人の 風疹 ワ ク チ ン の 接
種記録 を出身中学 また は 高校 な ど に 照会 し確認 し た ■
風疹抗体の保有状況 に つ い て は H 工抗体イ臥 風疹抗体
陽性率 ， ワ クチ ン接種率 ， 風疹抗原特異的抗体な どの
面か ら も検討 を行 っ た ．
対照群 は ト 風 疹 ワ ク チ ン 定期接種 の開始以前 に 中学
校 を卒業 した年齢層の女性群 r 非接種世代J 483名と ，
r接種世代Jと同年代の男性 く19旬 26齢 群755名で あ
る ． さ ら に 風疹 ワ クチ ン 定期接種 に よる 抗体獲得状況
を検討す るた め に ， 1978年か ら1988年 まで の 富山県の
同 ワク チ ン末技種の 中学生男女計92 8名 に つ い て EI
抗体価を測定 し た ．
工工 ． 風 疹ワ ク チ ン任意接種者 に 関す る調 査
風疹 ワ ク チ ン 定期接種 に 対 し て定期時以外 に 風疹 ワ
ク チ ン を受 ける 場合 を 卜任意接種J とい う ． 風疹 ワ ク
チ ン 任意接種者は ， ほと ん どが風疹 に 対す る 抗体 が認
め られ な い ， 妊娠可能な年齢 の女性 であ る ．
1 ． 妊娠可能年齢層婦人 の 風疹抗体保有状況お よ び
風疹感染状況 の調査
風疹 ワ ク チ ンが 認可さ れ る前年の1976年か ら1988年
ま で ， 富山県内の10保健所 のう ち か ら ， 197 6， 77年 は
全保健所 を ， それ以降は 無作為 に 5保健所 を選 び ， 同
所の 外来 を受診 した21旬 30歳の 女性 を対象 に 採血 を行
い 風疹抗体価 を測定し た ． 同時に 過 去の風疹様症状の
有無と そ の時期 ， お よ び過去の風疹抗体価測定の 有無
と その 結果を問診票に よ り調査 した ． 風疹羅患者 と は
以下の 2 つ の 条件 を満たす 女性 と した ． 第1 は過去 1
年間 に 典型的風疹様症状 を呈 し た こ と ， 第2 は検査時
の H ユ抗体価 が ， 厚生省の 風疹研究班が作成 し た風疹
H l抗体価と判断の 目安 に よ る ， 256倍以上 を示 して い
る こ と で あ る ． こ の調査 に よ り 同年齢女性の風疹抗体
保有状況と風疹感染状況 を検討 した ．
2 ． 任 意風疹 ワ ク チ ン 接種率と獲得抗体 の調査
1984年か ら1988年 まで の 5年間 ， 工I ． 1 ． の 調査を
実施 し た保健所外来 を受診 した18歳以上 の 女性を対象
に ， 上 記工1． 1 ． の 調査項目 に 加 え て ， 風疹 ワ ク チ ン
に 関し て ， 接種 の 有無 ， 接種時期 ， 接種場所 に つ い て
も 問診票に 記入さ せ ， 富 山県内に お け る風疹 ワ ク チ ン
任 意接種者 ， 定期接種者お よ び 未接種者 に わ け ， ま た
風疹抗体価測定の結果よ り風疹 H 工抗体価 8倍未満の
者 を風疹感受性者 と し た ． 本調査で は ， 事前 に 風疹抗
体価検査 を受 け医師 の下 で風疹 ワ ク チ ン を接種 した記
録 のある女性 を ， 任意 に よ る風疹 ワ ク チ ン接種者とみ
な し， 風疹 感筆性者 を母集団と した富山県に お ける任
意風疹 ワク チ ン 接種率 を調査 した ■ 次に 上述 の 任意に
ょ る風疹 ワ クチ ン 接種者101名 を含 め て 著者 が確認し
た 任意 に よ る風疹 ワ ク チ ン 接種者133名 に つ い て ， ワ
ク チ ン 接種後 2 カ月 以上 経過 した時点で採血 を行い 獲
得抗体価 を調 べ た ． 任意 に よ る ワ ク チ ン接種時の平均
年齢は27．4歳で あり ， 最年長36歳 ， 最年 少22歳 であ っ
た ，
III． 風 疹 ワ ク チ ン 接種考と 同 ワ ク チ ン r 再J 接種者
に つ い て の 追跡調査
以上 の調査 に お い て ， 風疹 ワ ク チ ン 定期接種 を受け
て い る に も か か わ ら ず， その 後風疹 に感染 した例 を2
例病院外来患者の中 に経験 した ，
さ ら に 風疹 ワ クチ ン 定期接種 ， 任意接種 を受け なが
ら風疹抗体が認 め ら れな い 例 に つ い て ， 再 び ワ ク チ ン
接種 を行 い ， 再接種後の血中抗体 の推移 を ワ ク チ ン初
回接種者群 と比較し て検討し た ． 1度 の風疹 ワ ク チ ン
を接種 した 後に 風疹抗体 r 真陰性Jであっ た対象者，
同 じく 1度の 接種後 に 低抗体価陽性 で あ っ た対 象者
に ， それ ぞれ 2度目の ワ クチ ン 接種 を行い ， 接種後6
カ月間風疹抗体価 を測定 し た ． 風疹 ワ ク チ ン 接種後の
抗体 r 真陰性J 者は ， 風 疹 ワ ク チ ン 任 意接種後の 7
名 ， 定 期接種世代か ら15名 ， 著者 へ 紹 介の あ っ た3名
く任意接種衡 ， 合計25名の 女性で あ り ， ま た ， 風疹 ワ
ク チ ン の 初回 接種後 に ， H l抗体価 8倍 ， ある い は16
倍 な が ら 風疹特異的 イ ム ノ グ ロ ブ リ ン G くrubella
im m u n oglobulin G， Rube11a
－IgGl 抗体レ ベ ル が 陰性
で あ っ た ． 低抗体価陽性者は12名 で あ っ た 一
別に ， 風疹 ワ ク チ ン接 種後 ， 風疹抗体価成績が 日1
抗体価16倍以 上 に 達 しな い 女性に は 風疹 ワ ク チ ン 再接
種 を勧 めた ． 用 い た 風疹 ワ ク チ ン は ， T O．336株く武田
薬品 工 業 ， 大阪l ま た は T C RB19株 斤葉県血清研究
宇和 で あ る ． しか し ， そ の 後 の調査 か ら風疹 ワ ク チ ン
を 2度以 上 接種 し た に も か か わ ら ず， 風疹抗体 を獲得
で き な い か獲得 した 抗体 が消失し た こ と が確認さ れた
風疹 ワ ク チ ン 接種後 の 抗体に 関す る疫学的研究
4例 に つ い て ， さ ら に 追跡調査 を実施 した ．
N ． 風疹抗体価測定方 法
採血 後は い ずれ の血清 も 4ー0へ －20
0
Cに保 管 し， 風
疹ウイ ル ス 抗原特異的抗体価測定に 供 した 一
1 ． 赤血球凝集抑制試験
赤血球凝集抑制 くE王1 試験法は森田 ら
細I の 方法 に 準
じて マ イ ク ロ タ イ タ
一 法 で行 っ た ． 被検血清の 前処理
は ， 燐酸緩衝塩類溶液 くpho sphate buffer ed s alin e，
P B SI で 4 倍 に 希釈 し た血清に ， 25％カ オ リ ン 液 を 等
量加 え室温20分間振 と う後 ， 50％ ヒ ヨ コ 赤血 球添加 ，
氷水中 に90分間時々 振 と う後 ， 遠沈 し ， 非特異抑制物
質と使用赤血球に 対す る 自然凝集素 を取 り除い た ． 風
疹抗原 は風疹 H Aくhe m ag glutin atio n， H AJ 抗原く武田
薬品工業1 を用 い ． 使用 前に 血 球凝集試験 を行い ， 希
釈液くべ ロ ナ ー ル く＋ ト緩衝液 ＋0．1％ ウ シ 血 清 ア ル ブ
ミ ン 十0．005％ゼ ラチ ン1 で使 用 濃度 に 希釈 して 用 tl
た ． 反応用 血球 は ， 1日 齢 ヒ ヨ コ 生赤血 球 を用 い た ．
検査に あ た っ て は ， 国立 予 防衛生研究所 よ り分与さ れ
た陽性お よ び陰性の 風疹抗体価標準血清 が指示 され た
抗体価 を示 す よ う に検 査条件を調整 し実施 し た ．
Hl抗体価 は血球凝集 を完全 に 抑制 した 被検血清の
最終希釈倍数の逆数で 示 し ， 8倍以 上 を風疹抗体陽性
と した ．
2 ． 酵素抗体法
アポ ッ ト社の キ ッ ト ， ル バ ザ イ ム を用 い て風疹抗原
特異的 IgG 抗体 を酵素抗体法 くe n zym eim m u n o－
as say， EI AJで 測定 した ． 未処理20倍希釈被検血清 と
風疹抗原固相化 ビ ー ズ を反応さ せ ， 抗原特異結合抗体
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を抗 ヒ ト 工gG ペ ル オ キ シ ダ ー ゼ標識抗体で検出し た ．
酵素の 働 き に よ る発色を波長 492n m で 吸光度 と し て
測り ， 風疹 工gG 抗体量 を測定し た ，
こ の 方法 に よ る成績の 判定 は ， 添付 の 低力価標準血
清の平均吸光度で ， 各被検血清の 吸光度 を割 り ， その
比が 1以 上 を抗体陽性， 比 が 1未満を抗体陰性と して
い る ． 低力価標準血清 は常 に H工抗体価 8倍 を 示 し
た ．
風疹抗原 に 特異的 な 工gM 抗体の測定 に つ い て は ，
同 じく ア ポ ッ ト社の ル バ ザイ ムーM キッ ト を用 い た ．
3 ． 間接螢光抗体法
間接螢光抗体法 に よ る 風疹抗体測定は 一 般 に は普及
して い な い が ， 抗原特異性 が目で確認で き るの で ， 清
水391ぉ よ び Za rta ria n ら4 0Iの 方法 に 準 じて 行 っ た ． 風
疹 ウイ ル ス Baylor 株に 感染 した B HK－21細胞 を ア セ
ト ン 処理 し ， 風疹 ス ライ ド抗 原 と し ， 標準血清で抗原
の力価 を確認 した ． 希釈さ れ た被検血清を ス ライ ド抗
原上 に 置き ， 3 7
0
C l時間 了湿潤箱内で 反応 させ た ． 次
に 抗 ヒ ト IgG－くflu o r e sc ein is othio cya n ate， FI T Cン標
識抗体 を同様 に 反応さ せ た ． 蛍光顕微鏡 に よ り 倍率
200へ 400倍で 鏡検 し た ． 風疹 抗体陰性標準血清 と被検
血清 を同率希釈 し， 陰性血清像に 比 べ て 風疹抗原 に 特
異的 な螢光像 を認 め た 検体 を風疹抗体陽性 と判定 し
た ．
4 ． イ ム ノ ブ ロ ッ テ イ ン グ 法
方法41I通lは ， ウイ ル ス 粒子 の 分解 ， 電気泳動で の 分子
量 に よ る 展開， ニ ト ロ セ ル ロ ー ス 膜 へ 抗原の 転 写， 被
検血 清の 抗原 へ の 吸 着， 抗体の 検 出で ある ． 抗 原と し
Table2■ D istribution of rubella a nti body statu s a m ong r ubella v a c cin ation eligi ble girls， nOn － V a CCinated
W O me n a nd m e n
， in 1988
N o ． く％lwi th indic ated r ubella a nti body statu s
Group Se x
Age gr o up
くyea吋 Ex a min ee s
PositiYe




Rubella va cin atio n
eligible girls fe m ale 16－ 26 2935
く10の



































































































a ， lm m u ne po sitive statu sind ic atesthe pre senc e of both he mag glutin atio n－inhi bito nくH Ila ntibody titerjust
a nd o ver lニ1 6a nd positivele velof rubela－ SpeCificIgG antibody by e n zym eim mun o ass ayくRubella －IgGl．
bJ Lo w level po sitive status ind icates pr es e nce of Hl a ntibody titer．of l二8 andJ
，
or Rubella－IgG po sitive
lev el．
C， Negativミ Statu Sindic ates absenc e of rube11a a ntibodiesin tw o te stsくbe m agglutination －inhibito ntest a nd




て 用 い た ウ イ ル ス は間接螢光抗体法で 用 い た 風疹 ウイ
ル ス 粒子 で ある ． ヒ ト1gG 抗体の 検出に はア ピ ジンー
ビオ チ ン 反応系 を用 い た ． 被検血清の 判定は ， 間接螢
光抗体法 と同じ く コ ン トロ ー ル 風疹陰性血清 を同時処
理 し ， そ の 反応像の遠い に よ り判定 し た ．
5 ． 風疹抗体価測定成績の判定
風疹抗体価成績 の表 し方 を ， H I法 に よ る 結果 と
E IA法に よ る結果 との両方法 に よ る組合 せ で 定義す
る こ と と した 瑚 ．
H王 抗体価8倍未満で か つ ， EI A法 に よ る風疹特異
的 IgG 抗体くRubella －IgGナ陰性成績 を風疹抗体 r真陰
性J くNegativ el と 定義 した ． H I抗体価16倍以上 を有
し ， か つ Rubella－IgG 陽性成績 を風疹抗体 r真陽性J
くIm m u n epo sitiv elと 定義し た ． 以 上 の 2分類群 に 属
さ な tl 成 績 ， す な わ ち ， H 工抗 体価 1 6倍 以 上 で
Rubella－IgG 陰性 の成績と ， HI 抗体価 8倍 の成績 ．
HI抗体価 8倍未満 で Rubella ．IgG が陽性 の 成績 ， 以
上 を r低抗体価陽性JくLow le v el po sitiv eナ と 定義 し
た ． 加 えて ， H I抗体価 8倍以 上 又 は Rubella－IgG 陽
性 の い ず れ か の成績 を 示 す 検体 を r 抗体 陽性J
くPo sitiv etota1 と した －
V ． 統計学的検定法
風疹 H 王抗体価 は ， す べ て 2 を底と す る 幾何平均値
お よ び幾何標準偏差で 示 した ． 2群 間の 率ま た は 平均
値 の差 は ， X
2検 定法ま た は Stude nt の t 検定法に よ
り pく0．05 を有意と した ． 回帰分析に お け る 相関係数
お よび 回 帰係数 は ， F検定法 に よ り pく0．05を有意と
した ． E工A法 に よ る 吸光度成績の 2群間の 比較 は ， マ
ン ホ イ ッ ト ニ ー の 口検定法 に よ り pく0．05 を有意と し
Table3． Ser opo sitivityfo r rubella a ntibody
in ju nio r high s cho ol pupils e x cluded
r11be11a v a ccin e es， in Toya m aPr efe ctu r e，
1978－ 1988
No． of Pe rc e ntage
Ye a r pupils with





































a， 13－15ye a r s old，in cluding girls a nd boys．
b， Rubella H Itite ris eqtliv ale nt to a nd
oY e rlニ8．
Table4． Av erage of rubella H I tite r s by age， betw e e n rubella
v a c cin atio n eligible girls a nd n o n
－ Va C Cin ated m e n
Age
Rubella v a c cin atio n
eligible girls
No n－V a C Cin ated
m e n Signific a nt




































































































































































a， Rubella H Itite ris equiv alent to a nd o v e rlこ8． n， Nu mbe r of c a s es
e x a min edニ M ea n a nd S D， Ge o m etric m e a na nd sta nda rd de viatio n．
N ．S． ， Not signific a nt， CO mPa red rubella v a c cin atio n eligible girls a nd
n o n－ V a C Cin ated m e n．
風疹 ワ ク チ ン 接種後の 抗体に 関 す る疫学的研究
た ．
成 績
I ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種 世 代の 風 疹抗体保有状況
1 ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代と対照群と の比較
仁接種世代J2，935名 の 風疹抗体保有状況 を ， 風疹 ワ
ク チ ン 接種対象外 で あ っ た 対 照群 の そ れ と 比較 し た
く表21． 風疹抗体保有状況 は， r 接種世代Jに95．5％の
r真陽性Jの 成績 を得 ， 各対照 群 に 比 べ て 有意に 高い
抗体保有状況を示 し た くpく0．01I． r 低抗体価陽性J 者
の占め る割合 は ， r接種世代J と対照群 と の 間 に 統計
学的に 有意差 は み られ な か っ た ． ま た ， r 非接種世代J
の 女性群 と男性群 と の 間 に ， 男性群 の 仁真陽性J 率
71．3％と有意に 高 い くpく0．01， ズ
2
検 定1 成績が得ら れ
た ．
過去11年間の 富山県内の 風 疹 ワ ク チ ン 未接種中学生
男女に つ い て測定 し た風疹 H 工抗体価 8倍以 上 の 陽性
率は表 3 に 示 し た と お り で あ る ． 陽性 率 は3 3％か ら
60％で あ っ た ． 表 2 と 3 か ら， 風疹 ワ ク チ ン 定期接種
に よ り ， 風疹 に 対 す る抗体 をも た な い 女子 中学生 の 多
くが風疹抗体 を獲得 し ， その 後抗体 を保有 し続 け てい
る こ と が示 唆 され た ．
2 ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代の 風疹抗体陽性者
1J 年 齢別平均 H 工抗体価
風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代と同年代男性 の 対照 群の
風疹 H 工抗体価成績 に つ い て ， HI抗体価 8倍以 上 陽
性 をと る抗体価の 幾何平均値くlogd を各年 齢 ごと に 計
算し た く表 4ト 全年齢 を通 じて 平均 H王抗体価 r接種
世代J が ， 対照群 よ り 高 い 値 を 示 し た が 有意 で は な
か っ た ． 調 査対象全体 の 平均抗体価くlog2I お よ び標準
偏差値くlog2ン は ， 卜接種世代J が6．3士0 ．99， 対照群 が
5．2士1．12で あ っ た ． し か し ， r接種世代J と対照群と
の 間に は統計学的な有意差 は認 め られ な か っ た くt 検
定に よるト
2 う年齢別風疹抗休陽性率
ワ ク チ ン 定期接種世代の 年齢 ご との 風 疹抗体陽性率
の状況 を知 る た め に
，
卜接種世代J の 各 年 齢 ごと に 風
疹抗体 仁美陽性J 率と低抗体価陽性も 含めた 抗体陽性
率を求 め ， 同年代 男 性 の 年齢 ご と の 風疹抗体 r 真陽
性J 率と 比 較 した く図 り ． 年 齢別抗体陽性率 と年齢と
の 関係 を ， 直線 回 帰分析に よ り 回帰直線の 傾き 係数を
求 め た ． 回 帰 直線 の 傾 き は 仁真陽性J 率に 対 し
－ 0．59
， 抗体陽性率に 対 し憫0．4 1と な り ， F検定で そ
れ ぞれ 危険率 1 ％未満 ， 2 ．5％未満 で統計学的 に 有意
で あ っ た ． 他方 ， 同年 代男性群 で は ， 回 帰直線の 傾 き
は 仁接種世代J と同程度な傾 き係数が得 られ たが ， 係
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数に 統計学的有意性 は認め られ な か っ た ． す な わ ち風
疹 ワ ク チ ン定期接種世代 と同年代男性群の風疹抗体陽
性率に は年齢 に 対す る 同様 な傾向が 示唆さ れ た が ， 統
計学的有意 は認 めら れ な か っ た ．
31 定期風疹ワ ク チ ン 接種率と抗体陽性率と の 相関
表5 で示 す よう に ， 富 山県 に お ける年 度 ごと の 定期
風疹 ワ ク チ ン 接種率24ト 叫 と各年齢 ごと の風疹抗体陽性
率く囲 い の 相関 を検討し た ． 中学 で の 風疹 ワ クチ ン 投
与は 2年生時 に 実施 さ れ る こ と が ほと ん どな の で t ワ
ク チ ン接種率の 年度と年齢別陽性率を ワ ク チ ン実施年
に 一 致 す る よう に し て統計学的検討を行 っ た ． 相 関係
数は ， ワ クチ ン 接種率と低抗体価も含 めた 抗体陽性率
と の 間で r 二 0．76， 同じ く r 真陽性J 率と の 間で r ニ




















Age くye a rsI
Fig．1． Rubella se r op sitivity by age， betw ee n
r ube11a v a c cinatio n eligible girls and n o n－ V a C－
Cin ated m e n． 砂 ， r ate Of r ubella im mune
po sitiv e statu sくin table21in r ubella v a c cina－
tio n eligible girlsニ inte rr upted lin e， r ate Of
rubella po sitiv etotal in abo v e－girlsこ 0， r ate
Of rubella im m u n epo sitiv e statu sin n o n－ V a C－
Cin ated m en ． On the r ubella v a c cin atio n
eligible girls， the regre s sio n equ atio n s a nd the
C O effic e nt of c o rr elatio nin these tw o rubella
a ntibo亡1y statu s a r eく砂ン， Y ニ 0ー．59 X＋107A，
r 二 川．0．76 くPくO．0り a nd くinte rrupted linel，
Y 二二二．－0．41 X十1O4．9， r ニ 0ー．73くpく0．025J， r e Spe C－
tiv ely， Where X a nd Y a re age くye a rsナ a nd
r ate ofr ubella seropositivity， re SPe Ctiv ely． On
the n o n． v a c cinated m en， the r egr es sio n equ a－
tio n a nd the c oeffic e nt of c o rr elatio n in
r ubella im m u n epo sitiv e status a r e
Y ニ 0ー．3 9 X＋80．1
，
r ニ ー0．24くn ot signific a叫 ，
r e spe ctiv ely， Whe r eX a nd Y a reidentical to
tbo s e．
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よ り有意で あ っ た ． 定期接種世代 に お い て ， ワ ク チ ン
接種率と風疹抗体陽性率が よ く 相関 し て い る こ と が 示
され た ．
表 1に 示 した よう に 富山県の 風疹 ワ ク チ ン 定期接種
率 の平均 は1977へ 80年が77．6％ ， 1981へ 87年が91 ．0％
と明 らか な差 が あるの で ， こ の 年代区分 に 対応 した 年
齢群 ごと の抗体陽性率 を求 めた く表 61． ズ
2検 定に よ る
結果 は1977へ 80年 に 比 べ て ， 1981へ 87年の接種率の高
い 群の 抗体陽性率 が ， r 真 陽性J 率は9 6． 3％ くpく
0 丑以 抗体陽性率 は97．0％くpく0．05Jと ， と も に 統計
学的 に 有意に 高い 割合 を 示 し た ． 逆 に ， 低抗体価陽性
率が0．64％ くpく0． 岬 と有意 に 低 い 割合 を示 した ． 以
上 の 結果 か ら ， 定期 風疹 ワ ク チ ン 接 種率 と抗体陽性
率 ， そ の 中で も風疹 H 王抗体価16倍以上 の r真陽性J
率 とが 関係 し て い る こ と が示 唆 され た ．
3 ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代 の 風疹抗体陰性老
ぃ 風疹抗体陰性者 の 中学で の 風疹 ワ ク チ ン 接種状
況
Table5． Co r relatio n coeffi．c e nts betw e e n r ate ofr ubella v a c cin atio n a nd
r ubella s er op sitivity， a mO ng r ubella va c cin atio n eligible girls，in 1988
Ser opo sitivity of e 又 amin e e s， by age，




Im m u n eb Lo wle v elb
Rate of r ubella v a c cin atio n






a ， Data ar efr o mFigu r el． b， Se ethe fo otn otes of Table 2． c， Data are
from F244 J34コ． ＋， P く0．05， by F－te St．
Table6
． Relatio nship betw ee n r ate of rube1a v ac cin ation a nd rubella se r opo sitivity． a m o ng rubel a
V a C Cin atio n eligible girls
Rate ofrube王Ia va ccinatio n
totaled within ndic ated ye a rs
Ye ars Rateく％1
Ex amin e es c or respo nding Pe rc e ntage of e x amineespo sitive fo r
to indic ated ye a r s rubella a ntibody asindic ated by anti body status
Age gro up No ． Po sitiv e total
L lmrn un e－ Lo w le vell
1977 － 1 98 0 77．6 22－ 26 8 89 95．3 1 93．6
－
1 1．6 91
1 98卜 1987 91．0 16－ 21 20 46 97 ．0 ご 96．3 ご 0．6 4ご
a ． Se ethefo otnote s of Table 2． ＋ ＋ ， P く0．0 1こ
＋
，
P く0．05こ by xし te st．
Table 7． Pe r centage s of r ube11a va c cin ation ， by m e a n s of s cho ol－do c u m e nt， a m O ng 1 6－ 2 6ye a r s old w o m e n
COnfirr n ed fo rtheir negative r ubella antibody statu s，in 19 88
N o ． く％I with ind ic ated s chooトdoc u m e nt a sto r ube11a v a c cin atio n
Total Va c cin ated girls No n－ V a C Cin ated Unkn o w n
Fe m ale e x a min ees く16－ 2 6ye ar s old in 1 98 81
With a n eg ativ e r ube11a a ntibody statu sA lO4
く1001
Total v accin e es a nd no n－ V aCCin ees
OfJu nio rhigh scho ol girls in Toya m a
Prefe ctu r e within 1 97 7－ 1 98 7 84，2 05
く10の
a ． Se ethefo otn otc s of Table 2． ．．
．
P く0．01． by x
2
－teSt．
風疹 ワ ク チ ン接種後 の 抗体に 関す る疫学的研究
Table8－ Rate s of r ube11a s e ro negativ e w o m e n of 16－ 2 6ye a r sold age， With
SCho ol－do c um e nt a sto rubella v a ccinatio n，in 1 988
Age No ． く％l with indic ated s cho oトdo c u m e nt a sto mbella v a c cin ati。n













































































































































































































Am o ng the v a c cin ated w o me n， it is n ot statistic ally signified that the
r egr e ssio n equ atio n a nd the c o effic e nt of c o rr elatio n ar e Y ニ l．76 X－ 0．39，
r ニ 0■43， Wher e X a nd Y竺r e age くye a rsl a nd per c e ntage of ser o n egativ e
e x a min e es with rubella va c cln atio nhisto ry at s cho ol， r eSpe Ctiv ely．











































Fe m ale Fe male MaIe
S e r O n egative s e ro negativ e ser o negativ e
n O n－ VaC C l neeS Va CCt ne eS nOn － V aC CL n e eS
Fig．2． Lev els of rubella－IgG くrubella －SPe Cific IgG a ntibody by EI AJ betw een
r ubella s e ro negativ e e x amin e es with rubella v ac cin atio n a nd witho ut r ube11a
V a Cin atio n， C O nfir med by scho ol－do c u m e nts． くLeftl． Se r o－ negativ e fe m ale
n O n－ V aC Cin e esh ニ 60i with n o history of r ubella v a c cin atio n． tCe nte rl，
Se r o negativ e fe m ale va c cin e e sくn ニ 40， with v a ccin atio n against rubella at
S Cho ol． くRightI， Se r o negativ e m ale n o n－ Va C Cinee sくn こ 67J with n eithe r ahisto ry
Of rubella v a c cin atio n n o ra ny m e m o ry of a r ube11a illn es s． M e a n valu e士
Sta nda rd de viatio n a r e repr s e nted by the c e nter ba r
，
upper ba r a nd lo w erba r，
r espe ctiv ely． The lo w e r z o n e with a dotted ho riz o ntal lin eis indic ated as
negativ e fo r rubella a ntibody by EI A． pく0．01， by M a n n． Whitn ey
，
s test，
Slgnific a n c e ofthe differ e n c ebetw e e n v a c cin e e s， valu e a nd both n o n－ V a C Cin e es，
V alue s．
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定期接種世代の 風疹抗体 r真陰性J 女性の ワ ク チ ン
接種記録 に よ り風疹 ワ ク チ ン接種率 を算出 し ， 対照と
して富山県の10年間の 定期接種者数 の 合計 を比 較 して
示 した く表 7ト 定期接種世代 に は rワ ク チ ン甚種記録
を有する 抗体陰性者J は35．6％く37ノ1041み られ た ． こ
の35．6％と い う ワ ク チ ン接種率 は富山県の 10年間の 平
均定期接種率86．2％と比 べ る と有意 に 低 い 成績であ っ
た くpく0．01， ズ
2検定卜
次に 表 7 で示 した 風疹 ワ クチ ン 接種記録者数の年齢
ごと の 傾向を検討 した と こ ろ ， r風 疹 ワ ク チ ン 接種記
録 を有す る抗体陰性者J が どの 年齢 に お い て も見い だ
さ れ たく表 8ト これ らの 年齢 ご と の 割合の 回帰直線 は
Y こ 1．76 X－0．39くXニ 年齢 ， Y ニ ワ ク チ ン接種歴有 の
抗体陰性者の比 率I で あ っ たが ， 回帰直線の 相関係数
は r ニ 0．43 で あ り
， 統計的 に 有意 で は な か っ た ． す な
わ ち加齢 に 伴う ， 風疹 ワ ク チ ン 接種歴 を有す る抗体陰
性者の 比率 に 有意の 増減 は認め られ な か っ た ．
21 風疹ワク チ ン接種記録 を有す る風疹抗体陰性者
の 血 清中の 風疹抗原特異的抗体 に つ い て
風疹抗体 仁真陰性J 者に つ い て ， 中学 での ワ ク チ ン
接種記録 に 基づ き接種グル ー プ と非接種 グ ル ー プ に 分
け て， EI A法に よ り Rubella－IgG 抗体 を測定 し た ． ま
た風疹ワ ク チ ン を受け て い ない 風疹抗体 卜真陰性J の
男子 大学生の 成績も 示 し た く図21． 図2 に お い て は全
員が H工抗体価 8倍未満か つ E工A法 に よ り抗体陰性
で ある ． ワ ク チ ン 非接種で あ る図中左 の r接種世代真
陰性上 図中右 のr 男子 真陰性J の Rubb11a－IgG 抗体成




















中央1 に は 高い Rubella－IgG 抗体成績 を持 つ 風疹抗体
陰性者が ， マ ン ホイ ッ ト ニ ー の U検定 に よ り1 ％未満
の 危険率 で有意 に 多 い こ とが 示 さ れ た ． 加 えて ， 風疹
ワ ク チ ン 接種記録 を有す る辞く図中央1 の 血 清中に は，
間接螢光抗体法 に よ り23％く9ノ401， イ ム ノ ブ ロ ッ ト法
に よ り38％く15ノ40J に 風疹抗原特異的抗体 を認め た ．
1工． 妊 娠可 能年齢層婦人 の 風 疹 に 関す る 状況
Table9． Ser opo sitivity fo r rubella a ntibody
a m o ng 21
－ 30ye ars old w o m e n． in To－




e X a m ln e eS
Per c e ntage
witb




























































a， Rubella H Ititeris equiv ale nt to a nd o v e r
l二8．
3
Age くye a rsl
Fig． 3． Ser opo sitivity for rubela antibody a m o ng 20－36ye a r s oldw o m e nis 1976
くAン， 1984くel a nd 1988く01． Se r opo sitiv e rubella antibody indic ates that
r ubella H Itite ris equiv ale nt to a nd o v e rlこ8． Nu mber s of ex a min e e s a re
r espe ctiv ely 4594in 1976， 11 39 in 1984 a nd 707 in 1 988．
風 疹 ワ ク チ ン 接種後 の 抗体に 関す る疫学的研究
1 ． 妊娠 可能年齢層婦人 の 風疹抗体保有状況
1976旬 1988年 まで 毎年 ， 風疹抗体保有状況 を調査 し
たと こ ろ ， 13年間の 傾向は風疹抗体陽性率 が U字型 を
呈して い た く表 9ン． 次 に 風疹 ワ ク チ ン 認可前 の1 97 6
年， 今回 の 風疹流行前の1984年 ， 風疹流行中の1988年
の ， 20へ 36歳の 女性の年齢別 の風疹抗体陽性率 に つ い
て検討 し く図3I， 定期接種世代 を除く妊娠 可能年齢層
の風疹抗体陽性率の 分布 に ， 風疹流行又 は任意風疹 ワ
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ク チ ン接種 に よ る影響が み られ る か ， 調査年 ごと の 年
齢の ずれ を 考慮 して 解析し た ． 1976年 と ， 1984年お よ
び19 銅年 の 年齢別風疹抗体陽性率分布 は大き く 異な る
こ とが示 さ れ た ． 1976年 の年齢別風疹抗体陽性率 は年
齢の 上昇 と伴 に 増加傾向がみ られ るの に対 し， 1 984年
と1 988年 の 年齢別陽性率 はU 字型 を呈 して い た ． 1976
年と1984年の 年齢別抗体陽性率を比 較す る と ， 1976年
の20歳以上の年齢別抗体陽性率と ， 対応す る 8年後の
TablelO． Rubelainfe cted w o m an of 2 ト 30yea r s old． 1976h 1988
Ye a r
No ． of No ． く％うof
e x amine e s rubella patients
a
No． く％lof e x amin e es No ． of rubella v a ccin ees
with H Ititer with H Ititer
Oflこ2560 r m O r e ofl二2560 r m 。re
1976 2983 54く1．8つ












































a， Patie nts w er ediagn o sed a s rubella， O n the basis of clinic ally rube11ifo rrn sympto m s
du ring the la st ye a r， a nd a rubella H Ititer of l二256。r m 。re．
Nu mbe rsin pa r enthe s es are the pe r c entagefo rthe n u mbe rof e x amin eesin ea ch ye ar．
Tablel l． Rubella epidemic ye ar a nd r ate of rube11a infe ction a mong 21－ 30ye a rs old w o m e n， 19 76－ 19 8 8
Rubella
ye a r epide mic
ye a r
No ． of
e X am ln e e S
No，く％Jof
S u S C eptible w o m e n
－
to r ub lla
No． of Rate of
r ubela infe cted rubella infected w o m en
W O m e n くNo ．of infe ctedJIN o ．ofs usc epti ble












82 E 395 181く45． の
83 E 252 136く54． の
餌 641 285く44．5つ
85 508 156く30． 乃
86 E 208 62く29．8つ
87 E 377 98く26． の














































a． Wo m en in H Ititer of lesstha nlニ8． Nu mbers in pa renthese s a rethe pe rc e ntage for the n u mbe r of
e x a min eesh ea cb yea r．
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1984年28歳以 上の 年 齢別抗体陽性率 と は平均抗体陽性
率 に お い て ， 1976年20へ 28歳70．6 士10－8％ く平均 士 標
準偏勤 ， 1984年28へ 36歳73．6士 10．6％ と 統計 上差異
が認 め られ な い 結果が 示 さ れ た ． 次 に1984 年 と198年
の年齢別抗体陽性率 を比較 す る と ， 平均抗体陽性率 に
お い て は ， 1984年23旬 32歳57．9士11－4％ ， 1988 年27ん
36歳60．8士10．7％と や はり統計上差異が認 め られ な い
同様 な 平均抗体陽性率が 示 さ れ た 一 以 上 の 結果 か ら ，
1976 年 か ら1988年 に か けて 風疹抗体保有率の分布状況
か らは ， 定期接種世代 を除く妊娠可能 年齢層に は統計
学的 に差異の み ら れ る よう な ， 風疹 の 流行お よ び任意
風疹 ワ ク チ ン 接種 に よ る影響は認め られ な か っ た ．
2 ． 妊娠可能年齢層婦人の 風疹感染状況
対象集団で は風疹感染婦人 は ほ とん ど毎年認め られ
た く表10う．
風疹 H I抗体価256倍以上 を示 す婦人 の 割合 は ， 各
年毎 に 波状の様相 を示 した ． ま た ， 風疹 ワ ク チ ン 接種
後 に B工抗体価256倍 を示 す婦人 が小 人 数 な が ら認 め
られ た ． しか し， 定期接種者に は風疹感染は み られ な
か っ た ． 他方 ， H 工抗体価512倍 以上 の高抗体価 を呈 し
風疹様症状 を示 した婦人 は1976， 77， 8 7， 88年の風疹
流行期に の み 認め ら れ た ．
堺に 調査 に よ っ て ， 風疹 に 対 して 予 防能力が な い と
Table12． Nu mbe r of r ubella v a c cin ated
さ れ て い る H 工抗体価8倍未満の 風疹感受性 で あ っ た
人 が その 後 ． 風疹 に 感染 した 割合 を 示 した く表川 ． 風
疹が 流行 した 年 に ， 感受性者 に 対す る感染者 の割合が
増加 し ， 非流行期 に 同割合 は低下 して い る こ と が 示さ
れ た ．
3 ． 任意 に よ る風 疹 ワ ク チ ン 接種と 獲得抗体
1984年 か ら1988年 まで18歳以上の女性の風疹 ワ ク チ
ン接種歴 を調 べ ， 任 意に よ る ワ ク チ ン 接種 の 状況 を調
査 した結果く表12う， 風疹 ワ ク チ ン 接種前に H 工抗体
価8倍未満で あ る こ と を確認 く1193名1 し て か ら ワ ク
チ ン 接種 した 婦人 は101名で あ っ た ． 従 っ て 任 意 に よ
る 風疹 ワ ク チ ン 接種率は8，5％ く1 01ハ1931 を 得た ．
ワ ク チ ン 接種後の獲得抗体価成績く表131 は ， H 工法
に よれ ば97．7％ く130ハ331 が 8倍以 上 の 抗体 を得た ．
そ の幾 何平均値 00gd， 標 準偏差値くlogd は5■ 63士
1．14で あ り H工 抗体価64倍 を 得 た婦 人 が 最 も 多 か っ
た ． 一 方 ， 2． 3％く3ハ33Iの 婦 人 は ワ ク チ ン 接種後 6カ
月 以 上 経過 し て も Hー 抗体価 8倍未満 であ っ た ．
EI A法 に よ る Rubella－IgG 抗体成績 と の 複合判定で
は ， 95．5％ く127ハ33ン の 婦人 が r 真陽性J 抗体を獲得
した が ， 2．3％く3ハ331の 婦人 が低抗体価陽性 レ ベ ル に
と ど ま っ た ま まで あ っ た ． さ ら に 2．3％ ， 3名 の 婦人
が 仁真陰性J の ま ま で ， 任意 に よ る ワ ク チ ン 接種 は無
w o m e n of childbe a ring age fr o m1984to 1 988，




e X am ln e eS
N o．く％フof
s er o n egativ e
l
e x a min e e s
fo r r ubella
くAI
N o．く％Iof r ubella
v a c cin e es， l n Se r O n egativ e
befo r e v a c cin atio nb
く即
No ． く％う No ． く瑚
Pe rc e ntage ofthe
r ubella v a c cin ated
fr o m
くBうbyくAl
2979 1193 40．0 101 3．4 8．5
a， Rubella H Itite risles stha nlこ8． b， Rubella v accin ated w o m e n w ere pr e vio
usly te sted
fo r rube11a antibody and c o nfir m ed fo rtheir s e r o negativ e n e ss ag in st rubella ．
Table13． Rubela a ntibody lev els afte r rubella vaccin atio n in w o me n of
childbe a ring age
H Itite rくlog21
No ． M ea na S D且
No．く期 of e x a min e e s a sindic ated
by rubella antibody status
Po sitive
Total Im m u n e
b Lo wle v elb
Negativ e
b
133 5．63 1．14 130く97．7つ 127く95．5つ 3く2．3つ 3く2．3つ
No ．． Nu Lnber of c a s es e x amin edi M e a n， ge O m etric m e a nニ S D． sta nda rd
de viatio n． a， Rubella H Itite ris equiv ale nt to a nd ove rlこ8． b， Se e the
fo otn otes of Table2．
風疹 ワ ク チ ン接種後の 抗体に 関す る疫学的研究
劾で あ っ た ． こ の 3名 の ワ ク チ ン 接種時の 年 齢は ， そ
れ ぞれ2 8， 29， 30歳 で あ っ た ．
I工t． 風疹 ワ ク チ ン 接種 後 の 追 跡調 査
1 ． 風疹 ワ ク チ ン定期接種者と 風 疹感染
風疹 ワ ク チ ン を受 け た女性が ， 接穣後 ， 典 型的な風
疹様症状 を 示 して 風疹 に 自然感染 した例 が 2例確認 さ
れ た く表14ナ． 症例A は1979年に 中学で風疹 ワ ク チ ン を
受 けた記録 が あ り ， そ の 後 1度 の 風疹抗体検査 で は
H I抗体価 8倍未満で あ っ た ． ワ ク チ ン 接種3．5年後に
典型的な風疹様症状 を示 し ， 総合病院内科に て風疹 と
診断さ れ た ． 発症後 に 風疹抗体検査 を ， 症状発見後 1
日 ， 2過 ， 7 カ月目 に 各々 実施 した ． 風疹抗体成績 に
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つ い て は ， H 工抗体価成績が 8倍未満よ り256倍 へ 上昇
し ， Rubella －IgG 抗体 レ ベ ル は発症1 日後 に カ ッ トオ
フ値 よ り わ ずか に 低い 陰性レ ベ ル か ら ， 2遇後 に は高
い 陽性 レ ベ ル に 急激な 上 昇を示 した ． しか し ， E工A法
に よ る風疹 王gM 抗体 の 陽性成績 は 1度も 認め ら れ な
か っ た ． そ の 後19 朗年く20歳1の 風疹 H l抗体価 は128
倍を 示 し た ．
症例 B は， A と同様に1977年 に 中学で風疹 ワ ク チ ン
を接種 し て い た ． 1985年 の妊娠時 に 風疹 H I抗体価
128倍 を確認 し てい る ． 1988年典型的 な風疹様症状 を
呈し ， 本人 の 勤務す る総合病院皮膚科に て 風疹と 診断
さ れ た ． 風疹抗体検 査 を風疹発症当日 ， 2過後 ， 1，
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2 ， 6 ， 12 カ月後 に 各々 実施 し た ． 症例 Bの 風疹抗体
成績 に つ い て は ， 症例 A と同様 な傾 向が認 め られ た
が ， B に お い て は よ り 急峻 な抗体価の 上 昇が H 工抗体
価 と Rubella－IgG 成績 に 認め ら れ た ． B の A と の相違
点 は ， 風疹 工gM 抗体が発症 2過後に 陽性 レ ベ ル に 達
し た点 で あ り ， こ の 陽性 工gM 抗体値 は ， 風疹 に 自 然
感染 し た 者が初 回感染時 に 示 す IgM 陽性成績 と同程
度 で あ っ た ． 症例 B は風疹発症 1年後 に B I抗体価64
Table16． Ca se s of w om en wi tha n u ndete ctable rubella a ntibody statu s afte r s e v e r al
rubella va c cinatio n atte mpts
Ca s e n u mbe r Date
Rubella
V a C Cin atio n
Rubella－Spe Cific a ntibody
H Ititer IgG level IgM le v el
1A Sep． 11，
，
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風疹 ワ ク チ ン 接種後の抗体 に 関す る 疫学的研究
倍 ． Rubella －IgG 陽性 ， IgM 陰性 の各風疹抗体成績 を
みた ．
症例 A ， B は と もに 風疹流行期に 発症 し， 本人 の 周
囲 に は風 疹患者 が大勢 み られ た こ と が共通点 と し て認
めら れ た ．
2 ． 再度 の 風疹 ワ ク チ ン 接種後 の 獲得抗体
初 回 の ワ ク チ ン 接種後 に 抗体 が認 め ら れ な い 抗体陰
性者が ワ ク チ ン 再接種後 に r 真陽性J 抗体を獲得 し た
割合 は ， 再接種後 3 カ月目80％く20ノ25Hpく0．05ナ， 6
カ月日68％く17ノ2引くpく0．01Jで あり ， 対照と し た初 回
ワク チ ン 接種者群に 比 較 して ， それ ぞ れ ズ
2 検 定 で有
意に 低率である こ と が 認め られ た く表1引． 以上 の成績
か ら初回 ワ ク チ ン接種後 の抗体陰性者に は ワ ク チ ン の
再接種後に も r 真陰性J 抗体の まま で あ っ た り ， 低抗
体価抗体 しか 獲得 で き な い 例が 多く み ら れ る こ と が示
され た ．
初回 ワ ク チ ン接種後 の 低抗体価陽性者が ワ ク チ ン 再
接種後 の 6 カ月目 に 獲得 した 風疹抗体 は83％く1 0ハ21
が 仁真陽性J 抗体であり ， 17％く2ハ2Jが ワ ク チ ン再接
種後 も低抗体価の ま ま で あ っ た ． し か し ， 初 回 ワ ク チ
ン接種者群 との 比 較 で は統計学的な差異 は み ら れ な
か っ た ．
3 ． 2度以 上 の 風疹 ワ ク チ ン接種で 抗体 を獲得で き
な か っ た 女性
表16 が示 す よ う に ， 症例く1は 全く風疹抗体 を獲得 で
き ない 例で あ る ． こ の 例 は ， 図 2 に 示 した よ う な抗体
陰性範囲内の 微量 な抗体 レ ベ ル の 変 化 も 認 め ら れ な
か っ た ■ 症 例く2 は， ワ ク チ ン 接種 ごと に 低抗体価陽性
レ ベ ル に は達 す る が
，
や が て 陰性化 す る例 で あ る ．
H l抗体価成績 と Rubella －1gG 成績と の 間 に 互 い に 類
似し た経過 が み られ た ． 症例く3りま ， 5度 の ワ ク チ ン 接
種で風 疹抗体 を持 つ に 至 っ た が
，
や が て抗体 が消失 し
た例 で あ る ． こ の 症例で は 5度目 の ワ ク チ ン 接種後 に
風疹特異的 IgM 抗体 レ ベ ル が 上 昇成績 を示 した が
，
判定区分の 陽 性値 に は 至 ら な か っ た ． 症例剛 は ， 2度
目の ワ ク チ ン 接種後 に 風 疹抗体 r 真陽性Jに 至 っ た
が ， 長期観察中に 抗体が陰性化 した 例 で ある ， 全て の
症例に つ い て 風疹 特異的 工gM 抗体 を検討 し た が ， 成
績の 変化が み ら れ た の は症 例く3Jの み で あ っ た ．
こ の よ う に 1度 の 風疹 ワ ク チ ン 接種で 感染阻止 に 十
分 と考 え ら れ る抗体価 を獲得 で き なし－場合に は
，
再度
ワ ク チ ン を接種 す る試 み は必 ず しも 有効で な い 例 が示
さ れ た ．
考 察




■ 世界 中の 風疹 ワ ク チ ン戦略が1969， 70年 に い
ち 早く風疹 ワ ク チ ン を認可し た米国と英国の 2つ の 戦
略に し たが っ て ． 風疹ワ クチ ン 接種対象者 を誰 に す る
か に よ っ て大別 で き る 抑 ． 英 国や 多く の ヨ ー ロ ッ パ
諸国は ， 妊 娠可 能な 年齢の ある い はや や 若年の 女性に
風疹 ワ ク チ ン を 投与 す る戦略 を開始 し
2り瑚
， 日本 も こ
の 方式 を採用 した 鳩，． こ の ワ クチ ン戦略 は ， 風 疹 ワ ク
チ ン 接種に よ っ て感染阻止可能な レ ベ ル の 風疹抗体 を
獲得 した 女性 と ． 自 然感染に よ っ て既に 風疹抗体 を有
して い る 女性 は ， 風疹 感染 を免 れ る こ とが 期待 で き
る ． しか し ， 風疹抗体を持 た なしユ女性や ， 感染阻止 可
能な レ ベ ル に 達 し な い風疹抗体 を有す る女性 は ， 妊娠
可能年齢時 に 風疹感染の 危険性の ある感受性者と して
残さ れ て い る ． 風疹患者 の多く は 子供 であ り ， 患者か
ら感受性者 へ と ウイ ル ス が 伝わ っ て い く ウイ ル ス 循環
は依然 と して な く な っ て い な い か ら であ る 咽 ． こ の よ
う に 英国方式の風疹 ワ ク チ ン 戦略は ． 妊娠可能年齢女
性 の 風疹感染阻止 に 限界が存在し て い る ．
日本 に お け る 風疹 ワ ク チ ン 戦略は ， 英国の制度 を モ
デ ル と し て ， 日 本 国内で開発さ れ た ワ ク チ ン に よ り
197年に 開始 さ れ た47，． 有効な ワ ク チ ン 欄 を 使用 し た
日本に お け る女子 中学生 を対象と した 風疹 ワ ク チ ン 定
期接種 の成果 は ， 対象年齢群 の 風疹抗体保有率が他の
年齢群 に 比 べ 極 めて 高い 陽性率 とな っ て現れ てお り
，
国内で は こ の 傾 向は ほ ぼ 一 致 し て い るヰ 嘲 ． 女子 中学
生を対象 と した 定期接種 は ， その 実施状況が中学校 ご
と に 記録さ れ ， その 実施数は全国的に 集約 され 報告さ
れ て い る カI． それ に よる と 全国の 風疹 ワ ク チ ン 定期接
種率 は開始以来70％ を上 下 す る 数字 が報告 さ れ て い
る ． ニ の 数字は 日本 と同 じ ワ ク チ ン戦略 を採用 して い
る英 国の 1984 へ 86年80旬 91％ 耶 1，と比 較 す る と 低 い 接
種率 で あ り ， 日 本の 風疹 ワ ク チ ン接種率 は他の 諸国の
数字と比 べ る と 高 い と はし1 えな い 52 ト 封－． 英国で は ワ ク
チ ン 接種率く日本の 定期 に 相当す る 年 齢層I の 目標 を
95％に す る こ と が1988年 に 勧告さ れ て い る55I． 富 山 県
の 風疹 ワ ク チ ン の 定期接種率は近年 ほ ぼ90％と全国平
均に 比 べ て高 く ， こ の 傾向は 風疹 ワ ク チ ン 開始年 か ら
肌一 貫 し て 続 い て い る ．
風疹 ワ ク チ ン 投与後 に
，
血 清疫学的 に 追跡調査 を
行 っ た報告 に よ れ ば ， ワ ク チ ン接種群の 良好 な抗体保
有状況 と と も に ， ワ ク チ ン接種後 に 抗体が陰性 で あ る
仁非陽転者J が 確認さ れ て い る56ト叫 ． ま た r 非陽転者J
の 割合が ワ ク チ ン 後 5年， 10年 後 に しだ い に 増加 し て
い る こ とも 報告さ れ てい る 桝 U ． こ う した 原因と し て ，
ワ ク チ ン に よ る 獲得抗体 レ ベ ル の 経時的な低下が考 え
ら れ て い た
00 ト 関，
． し か し ワ ク チ ン 接種後の 年月 の 経過
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と 加齢 と を分離 して 観察す る こ と は 困難であ り ， 経時
的な 抗体価 の 低下 は ワ ク チ ン辞種者 だ け に 限 られ た こ
とで はな い ． Nokesら 瑚 に よれ ば男女 を問わず人 の 風
疹抗体価は 一 生 の 内で 加齢と伴 に 低下 す る と報告 して
い る ． 同様 な低下 は風疹 に 限ら ず， は し か
飾
， お た ふ
く か ぜ
閲
の 抗 体 に つ い て も 報告 さ れ て い る ． W an －
nia n印 は風疹 ワ ク チ ン 接種 が 始 ま っ て い な い 中 国で
は ， 風疹抗体陽性率 は10歳か ら ピ ー ク値 をほ ぼ維持 す
る が 平均抗体価 は1 0歳 か ら低 下 す る と し て い る ．
Plotkin ら6alは自然感染 に よる 抗体と ワ ク チ ン に よ る
抗体の そ れ ぞれ の 抗体価平均値 は ほ ぼ平行 して低下 し
て い る と報告 して い る ．
本研究 に よれ ば， 中学校で 風疹 ワ ク チ ン 定期接種 の
対象と な っ た女性の 風疹抗体陽性率 は96．5％ くPo si－
tiv etotal であ っ た ． 風疹 ワ ク チ ン 対象外 の同年齢層
の男性の 陽性率 は71，8％， 風疹 ワ ク チ ン 開始以前 に 中
学校 を卒業 した 婦人群 の 陽性率 は61．1％ であ り ， 定期
接種世代 に は良好な抗体保有状況が 示 さ れた ．
一 方 ，
著者は 中学校 で の 風疹 ワ ク チ ン に 関 す る記録 を調査 す
る 方法で ， 定期接種世代 の女性 の な か に ， ワ ク チ ン を
接種 した が抗体が認 めら れ な い 者 を発見 した ． こ の よ
う に 記録に 基づ く接種確認は国内 で は ほ と ん ど報告が
なく 醐 ， ワ クチ ン 接種後 も r 非陽転者Jは定期接種世
代 の全て の 年齢 に み られ ， 定期接種世代 に お い て は ワ
ク チ ン 接種後の年月 の経過 に 比例 した r 非陽転者Jの
割合 の増加 はみ ら れ な か っ た ．
風疹 ワ クチ ン 接種率に 関す る検討 は少 な い が 本研究
で は ， 富 山県の こ れ ま で の 年度別定期 ワ ク チ ン 接種率
と ， 定期接種対象の女性の年齢別風疹抗体陽性率 と が
有意 に相関し てい る こ と を明 ら か に した ． N o ab ら
35I
は英 国で の大規模 な疫学調査 か ら ， 風疹 ワ ク チ ン 接種
率と抗体保有状況 に 関 して ， 地域 ごと の 接種率と風疹
感受性率が負の有意 な相関を 示 した こ と を報告 して い
る ， 一 方 ， Vale n sin ら
361に よ る と ， イ タ リア の あ る 地
方 で は風疹 ワ ク チ ン接種対象女性の 抗体保有率が ， ワ
クチ ン 実施前後で差異が認 め られ な か っ た こ と を報告
し ， ワク チ ン接種の 効果が み られ な か っ た原 因と し て
ワ クチ ン 接種率 の低さ を指摘 し て い る ．
富山県内の 定期接種対象世代 に お け る 風疹抗体調査
か ら ， 90％ を越 え る高い ワ ク チ ン接種率 に よ り ， 中学
校で の 風疹 ワ ク チ ン接種後に こ れ ま で 以上 の レ ベ ル の
抗体 を獲得 した こ と が考 えら れ る ． 富山県内に お い て
ワ ク チ ン 定期接種率の高い 時代 く平均91．0％1 に 風疹
ワ クチ ン を受 けた 女性の風疹抗体陽性率 は97．0％で あ
り ， 接種 率の低 い 時代く平均77．6％いこ ワ ク チ ン を受 け
た 女性 の陽性率は95．3％であ っ た ． 接種率 の高 い 時代
の 女性群 の平均 H 工抗体価 と ， 他の 男性お よ び低い 時
代 の女性群 の平均 E工抗体価 と の 間に は差異は認 めら
れ な か っ た ． しか し， HI抗 体価16倍以上 で Rubella．
工gG 陽性 の 仁真陽性J 率 を比 較す る と ， ワ ク チ ン 接種
率 の高低差と r 真陽性J 率の差96．3％対93．6％と の間
に ズ
2検 定で 危険率 1％未満 の有意 な関係 が認 めら れ
た ． こ の こ と は ， ワ ク チ ン 接種率が90％以上 とな ると
低抗体価の 女性 を は じ め既 に 風疹抗体 を も っ て い る女
性 に も ワ ク チ ン 投 与 を し た 可能性 が高 い と 考 え ら れ
る ． 干場 ら 瑚 は低 抗体価 と は 言え な い 風疹 H 工抗体価
64倍 の 抗体陽性者 に 風疹 ワ ク チ ン接種 を行 い ， ワク チ
ン 接種 に よ る速 や か な抗体価 の上 昇 な どの 免疫応答と
そ の 後 の 抗体価 の 高ま り をほ ぼ 半数に 確認 して い る ．
Ha rc o u rt ら
711
は 広い 範囲の 抗体陽性例 へ の ワ ク チ ン
投与 か ら免疫応答が陽性者全般 に み られ る と 報告して
い る ． 一 方 ， 木村 ら乃l お よ び加賀実 ら乃I は 抗体陽性者
へ の ワ ク チ ン 接種 の場合 ， 低抗体価の 状態 ほ ど ワ ク チ
ン 後の 獲得抗体 レ ベ ル が 高 い こ と を報告 し てい る ．
風疹抗体測定法 と し て広 く用 い られ て い る の は 凹
法 と EI A法 ほ た は E LIS A法と も 呼ぶ1で あ る
74，
． 著
者 は風疹抗体測定 に つ い て の 基礎的検討 か ら H 工法と
E工A法 に よ る成績 を組 み合 わ せ て判定 を行 っ た ． こ
の 方法 に よ り 風疹抗体陰性者 を選 び だ し ， 最近 の 報
告74 ト 瑚に み られ る H工抗体価1 6倍 以 上 を 陽性と す る根
拠 である 仁免疫 が持続 す るJ 791状態 の調査 を実施 し た ．
風疹 ワ クチ ン 接種後の血清疫学調査か ら ， 風疹抗体測





ワ ク チ ン に よ る抗体獲得者 に 低 い
抗体価の 割合が 多い
醐 81Iこ とか ら ， 抗体測定方法の 感
度 の 違 い が 主な原因と考 え られ て き た
組相継 斌 が ， 最近 は
次 の よ う な原因が あ げら れ て い る ． ま ず抗原 と なる 風
疹 ウイ ル ス 粒子 に は 3 つ の あ る い は そ れ以 上 の 主構成
蛋白質があり ， そ れ ぞ れ に 対応 した 生 物学的活性 を
持 っ た特 異的抗体が 産 生さ れ る
糾 問 こ と ， 次 に 抗体測
定方法は異な る 測定感度 を それ ぞ れ の 異な る 特異抗体
に 対 して 持 っ て い る
鮎1 こ と ， ワ ク チ ン に よ る獲得抗体
の 中 に は ， ウイ ル ス 構成蛋白 に 対す る特異抗体の 不均




こ れ は自然感染 に よ る抗体 と ワ ク チ ン に よ る抗体の 質
的 な違 い を 指摘 す る も の で あ る ． さ ら に ， 英 国C7J
Co m m u nic able Dis e a s eSurv eilla n c eCe ntr e が 報告
した約1，0 00 人 の風疹有症感染妊婦 の 過 去 の 抗体成績
が再検討 さ れ ， 過 去に 抗体陽性と さ れ た 婦人 の 中に か
な りの 数 に fals e－pO Sitiv e が あり ， 抗体 測定方法の選
択 に誤 り が あ っ た と さ れ て い る 亜1． 現在 ， 風疹感染 を
阻止可能な抗体の種類と レ ベ ル と ， その 測定方法と判
風疹 ワ ク チ ン 接種後 の 抗体に 関する 疫学的研究
定基準値 に つ い ての 検討や指摘 が さ れ て い る7研 が ．
い ま だ結論 は得 られ て い な い 61I． Fo r sgre n嘲 は ワ ク チ
ン 後の抗体判定 に 際 して ， 複数 の 測定方法 の 成績 を組
み合わ せ た 試み を行 っ て い る ． ま た ， 自然感染 に よ る
抗体 と ワ クチ ン に よ る 抗体 の違 い に つ い て ， 別の 検 討
もあ る ■ 不顕性な再感染が ワ ク チ ン 接種者 に 証明さ れ
て い る7 榊 ，点に つ い て で あ るが
，
Ho rstm an nら
90，は ワ
ク チ ン 接種後の再感染率 が自然感染後の 再感染率よ り
も ， 80％対3．4％と は る か に高率であ る と し て い る ．
こ の原因も ， ワ ク チ ン 後 の獲得抗体 の レ ベ ル が低 い こ
とと ， ワ ク チ ン に よ る抗体の 質的な 不完全さ に 帰す る
とさ れ て い る
珊瑚
．
本研究 に お い て は ， 中学校で の風疹 ワ ク チ ン記録 を
調 べ る こ と に よ り定期接種世代女性 か ら ， ワ ク チ ン 接
種前後 の抗体測定追跡調査に よ り妊 娠可能年齢の任意
接種者 か ら ， 風疹 ワ ク チ ン 接種後 に 風疹抗体 r 真陰
性J 者が認 め られ た ． 任意に よ る ワ ク チ ン 接種後 に 抗
体が認 め られ な か っ た 例は133名中3名 く2．3％1 で あ
り， 統計学的 に95％の 信頼度 で信頼区間 を考慮す れ
ば
，
2．3％と い う 値は こ れ ま で の報告珊瑚 と ほ ぼ 一 致 し
た数値と考 えら れ る ． 一 方 ， 定期接種は ワ ク チ ン 実施
前に 抗体確認検査 を行 わ な い の で
，
ワ ク チ ン に よ る抗
体獲得お よ び 非獲得 を確認で き ない ． 定期接種世代の
r 真陰性J 女性に つ い て ， E工A法 に よ る定量的抗体測
定と間接螢光抗体法 お よ びイ ム ノ ブ ロ ッ ト法 に よ る風
疹抗原特異的抗体確認 に よ り， ワ ク チ ン に関 す る記録
と極微量 な風疹抗体 レ ベ ル の 成績 が 一 致 す る傾向を明
らか に した ． 定期接種世代 に は3．5％く104名Jの 風疹抗
体陰性者が認 め られ
，
そ の35．6％く37名いこ ワ ク チ ン を
した記録が確か めら れ た ． 結果 と し て ， 風疹 ワ ク チ ン
定期接種世代女性の 1 ．3％が 中学校 で ワ ク チ ン を受 け
てい なが ら ， その 後の 抗体確認 で は風疹 に 対す る感受
性者 で あ っ た こ と に な る ． M iller ら91，92，に よ れ ば ， 妊
婦に 2 へ 3％の 風疹感 受性者が い れ ば C R S は継続的
に み られ る と い う ． 妊 娠可 能年齢層 に風疹に 対す る感
受性者が い る か ぎり
， 風疹 に 感染す る 妊 婦は 無く な ら
な い － 当然な こ の 事実 が風疹 ワ ク チ ン戦 略の 改善を促
し て い る 亜，． 以 上 の 仁ワ ク チ ン後の 抗体陰性者J に 関
する 数値 は今後 の風疹対策 に と っ て 重要 な意味 を持 つ
と考え ら れ る ．
著者 が経験 し た例 で ， 風 疹 ワ ク チ ン を 2度以 上 接種
して も 仁真陰性J で あ っ た 婦人 が妊 娠 を つ よ く希望 し
た匡乳 こ の 婦人 は風疹感染 へ の 不安 の み な ら ず， 抗体
が産生 され な い こ と に 強 い 戸惑 い を 訴 え た ． 著者 は
r非陽転J 者の 存在 を説明 し， 家嵐 と く に 本人 の 子
供に 風疹 ワ クチ ン を勧め ， 風疹 が流行 し ない 季節の 受
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胎 を勧め ， 無事出産 をみ た イ非陽軌 者 に 再度 ， 風疹
ワ ク チ ン を投与 すれ ば初回の ワ ク チ ン で陽転 した 者と
同程度な免疫状態 を期待 で きる か と い う 点に つ い て は
難 しく ， 本研究 に よ れ ば， 風疹ワ ク チ ン の場合 ， 1度
の 接種 で抗体 を獲得 で き ない r非陽転割 に は別 な視
野 か ら の 感染 予 防対策 が 必要 で あ る と い え る ．
Se rdula ら 間 は21名 の ワ クチ ン 接種 HI抗体陰性者に
現在欧米で広く使わ れて い る R A 27ノ3 株風疹 ワ ク チ
ン を再度投与 した ． 結果 ， 全例 に 既往性抗体反応 を認
め たが ， 再接種後24へ 27 カ月後に15例中 7例 に H 工抗
体価1ノ4倍以上 の 有意 な低下又 は消失を確認 して い る ．
同様な 条件下 で の 報告は ワ ク チ ン 再接種後の速 や か な
抗体産生に 関 して は 一 致 した傾向を 示 して い る が ， そ
の 後の抗体 の維持や ， 風疹特異的 IgM 抗体の 産生 に
関 し て は 必 ず し も 一 致 し た 結果 と は な っ て い な
い 姉 師
． こ の 理 由は ワ ク チ ン再接種前の 抗体状況 に 適
い が あっ た か らだ と 考え られ る ． ま た Se rdula ら93Iは
再接種前 に H 工抗体価 は全員が陰性であっ たが ， 21名
中何人 か は風疹中和抗体 と EI A法 に よ る Rubella，
工gG 抗体の どち ら か が又 は両方が陽性 レ ベ ル で あ っ た
と し てい る ． 著者は ， 初 回風疹 ワ ク チ ン 後に H 工抗体
陰性か つ Rubella－IgG 抗体陰性で ある r 真陰性． 非陽
転J 者に ， ワ ク チ ン 再接種後 も r 真陰性J で あ り 続け
る例や ， 半年後と い う短期間内に H I抗体陰性 に 戻 る
例 ， ほぼ 1年後 に r真陰性J レ ベ ル の 状態 を示 す例 を
報告 した ． ま た ， 25名の 仁非陽転者J に 風疹 ワ ク チ ン
を再接種 し ， 6 カ月後の 抗体獲得状況を観察し た ． 成
績 を r真陽性J 率に よ り初 回 ワ ク チ ン 接種者群 と比 較
す る と ， 抗体獲得率は r非陽転者J 群が明ら か に 劣 っ
て い た ． 加 え て ， 抗体獲得者の H 工抗体価が低い 例が
仁非陽転者J 群に 多く み られ た ． こ れ らの 例 か ら風疹
抗原 に 対す る 抗体産生機構の 個人 差 の 存在が強 く示 唆
さ れる ．
B 型肝炎ネ酒化ワ ク チ ン に 対し て抗体 を産 生 でき な
い H Bくhepatitis B， H BJ ワ ク チ ン 非陽転者の 存在が
知 られ てい る ． Chio u ら97， は
，
H Bワ ク チ ン 非陽転者
の 免疫非応答性 の 機序 に 関 して
，
本人 の リ ン パ 球 の う
ち H Bsくhepatitis B s u rfac e，II Bsl 抗体を産 生 す る B
細胞の 機能的欠損 と H Bs 抗原 に 特異性 を持 つ サ プ
レ ツ サ ー T細胞 の 存在 を確認 し， 非陽転の 原因が ワ ク
チ ン を受 け る側 に あ ると して い る ． ま た ， 風疹 ウイ ル
ス 又 は 生ワ ク チ ン に 感染 した側 に ， 試験 管内で の 抗原
投与に 際 しサ プ レ ツ サ ー T細胞数の 増加 な ど の ， 風疹
ウイ ル ス 抗原 に 対す る 変則的免疫応答性 が 示 さ れ た
例％卜1 叩 も 報告さ れ て い る ．
一 方 ， 定期接種開始以前に 中学校 を卒業 し た非定期
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接種年齢層婦人 の 抗体陽性率 は ， 調査年 ごと の 年齢の
ずれ を考慮して も ， 風疹 ワ ク チ ン 接種開始以前と開始
後 8 へ 12 年で年 齢層の 平均陽性率 に ほと ん ど差が な い
こ とが 示 さ れ た ． す なわ ち ， 風 疹 ワ クチ ン 接種の も う
一 方の 対象で あ る妊娠可能年齢の 抗体陰性婦人に 対 す
る 風疹 ワ クチ ン任意接種が ， ワ ク チ ン 認可後10年以上
を経過 し た今日 で も抗体保有状況 を改善 する に は至 っ
て い な い こ とが 示 さ れ た ． 本調査 に よれ ば風疹感受性
婦人 に つ い て の 任 意風疹 ワ ク チ ン 接種率 は8■5％ で
あ っ た ． 風疹 ワ ク チ ン任意接種 に 関 す る報告 は国内 に
ぉ い ては 少なく ， 廉澤ら
1 川 は任意 の ワ ク チ ン 接種率 を
8．2％と して い る ． 諸外国 に お い て は ， 風疹 感受性 で
あ る妊娠可能年齢婦人 へ の ワ ク チ ン 投与 キ ャ ン ペ ー ン
と そ の 成果や 糊 ， 定期接種世代 を除 く妊娠可能年齢
婦人 の風疹抗体陽性率が ワ ク チ ン 投与 に よ り90％ を越
え て い る 報告もみ ら れ る
35 駆 j
． 日 本に お け る 風疹 ワ ク
チ ン 任意接種 に 関す る 調査と接種率向上 へ の 検討が 望
ま れ る ． 一 方 ， 妊婦が 風疹 に 感染す る危険性 を考 える
場合 ， 風疹に 感受性の あ る婦人 の風疹 に 対す る意識の
喚起 が必要で ある ． 本研究に お い て ， 妊娠可能年齢の
風疹患者 は依然と し てみ ら れ ， 感受性者 に 対 す る患者
発生率は流行と共 に 増減 して お り ， 風疹 は子 供 だ けの
病気で は ない こ と が示 され た ． しか し ， 著者 が 聞き取
り調査 を行 っ た 風疹 に 対 して感受性 がある抗体陰性婦
人 の ほと ん どは ， r 自分は風疹 に は感染 しな いJ と 考
えて い た ． 理 由 は多い 順番 にく1 過去 に 風疹に か か っ た
こ とが ある ， く21感染しな い よう 心が ける か ら ワ ク チ ン
は必 要 ない ，く3I過去に抗体検査 を受 け た こ とが ある の
で安心 して い た ． な どで ある ． 理 由の な か で 山 は ， 定
期接種対象女性 に お ける こ れ ま で の 調査 で 中学生が風
疹 ワ ク チ ン を受け な い 理 由の 第 一 位 に な っ て お り
102，
，
今後問題と すべ き 点で ある と 考 えら れ る ．
本研究中に もみ ら れた ， ワ ク チ ン 接種者が風疹 に 有
症感染 す る 顕性再感染例 は ， こ れ ま で 欧米 で は 報
告103Il 叫され て い た が ， 近年 ， 日本 に お い て も確認さ れ
て き て い る
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． 再感染は 胎児 に と っ て安 全と は言 い き
れ ず－06Il 抑 ， 最近 ， 国内に おい て 風疹流行期に ， ワ ク チ
ン接種歴 の ある妊婦の自然感染 と そ れ に 伴う 胎児感染
が報告さ れ てい る 舶 ． 著者 らは 富山県内で も1988年 の
風疹流行期 に ワ ク チ ン接種歴 を有す る婦人 が 出産 した
際 ， 出生 し た乳児の 材料か ら風疹ウ イ ル ス を 分離 し ．
加 えて そ の子 供が C RSで あ る こ と を確認 し て い る
く未発却 ． 特殊例 に も 共通点が み られ る ， 患者 の 感染
時期が例外 な く風疹流行期で ある 点 ， 子 供か ら 妊婦が
感染 した と され ， その 子供 は妊婦が 以 前 に 出産 して い
た 子で あ る例が 多い 点な どで ある ．
各 国で は風疹 に よ る C R S出生 を減少さ せ る た め に
さ ま ざま な努力が な さ れ て い る ． 英 国で は1988年10月
か ら 1 句 2歳男女 に rは しか ． お た ふ く か ぜ ． 風疹J
くm e a sle s， m u mpS a ndr ubella， M M Rl 混合生 ワ クチ ン
投与が 開始さ れ た 叫 ． こ れ は子 俄 に 多い こ れ ら ウイ ル
ス 感染症 を幼児期か ら予 防す る こ と に よ り ， 患者発生
数 を減少 させ ， 風疹 に 限れ ば， 妊婦が 風疹 に 感染する
機会 を減 ら そう と す る ワ ク チ ン 戦略で あ る ． こ の風疹
ワ ク チ ン 戦略 は1969 年に 米 国が開始 し た風疹 に 対する
ワ ク チ ン戦略 そ の も の で ある
謝I
． そ の 米国で は197 7年
か ら ， 男 女幼稚園児 よ り 第1 2学年 ま で の 学 童 へ の
M M Rワ ク チ ン 接種 に ワ ク チ ン 政 策 の 重点 が 移 さ
れ 抑 ， 加 え て ， 思春期後の 女性 へ の 風疹 ワ ク チ ン 投与
が 積極的 に 展開さ れ て い る
1咽
．
こ の よう に 風疹 ワ ク チ
ン 戦略上 で は ， 米国と 英国が それ ぞ れ の制度を お互 い
に 取 り入 れ 始 めて い る ． 子 供た ち へ の 風疹 ワ ク チ ン 投
与 で風疹患者発生数 を押 さ え ， 妊娠可能年齢婦人の 風
疹抗体保有率 を ワ ク チ ン で 向上 さ せ ， 両 方 の 効果 で
CR S発生数 が減少す る こ と を意図 し て い る ． こ の よ
う に 風疹 ワ ク チ ン接種対象を多面的 に 設 け る動き は ，
風疹 ワ ク チ ン 制度 を 早く か ら 実施 し て い る カ ナ ダ
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どで も み ら れ る ． 北欧諸国ス ウ ェ ー デ ン ， フ ィ ン ラ ン
ドな どの M M R ワ ク チ ン に よ る 2 回投与制度 は ， ワ
ク チ ン の 接種率向上 と ワ ク チ ン に よ る追加免疫効果の
両方 を意図 した ワ ク チ ン 戦略 で あ る
5 恥 臣 2，
． 日本 で あ
ま り 紹介 さ れ て い な い こ の 制 度 で は ， 当 初 か ら
M M Rワ ク チ ン を 二 度 同 一 人 に 接種す る こ と が 計画さ
れ ， こ の 二 度接種 を積極的 に 推 し進 め る ワ ク チ ン接種
で あ る ． 日本 国内に お い て は1 98 9年 4 月 か ら M M R
ワ ク チ ン 投与が 開始さ れ る な ど， 各 国の風疹予防 へ の
こ の よ う な 努力は始ま っ た ばか り で あ り現在 も検討期
で あ る ． 加 えて 米国で は C RS発生率の 減少傾向に 限
界が み られ て 来た
1091 と さ れ る な ど ， 今 日 で も 各 国で
C R S発生が依然報告さ れ
1 1 酬
， 風疹 に 関 す る継続的な
研究 ， 検討が 今後も 必 要 で あ ると い える ．
結 論
富山県内に お い て 風疹生 ワ ク チ ン 接種後の抗体保有
状況 に つ い て血 清疫学調査 を行 い ， 風疹 ワ ク チ ン 接種
の 効果 を検討 した ． 調査対象は中学校 で 風疹 ワ ク チ ン
接種対象と な っ た 定期接種世代女性 ， 妊娠 可能年齢の
婦人 ， お よ び 中学校か ら 大学ま で の 男女学生 で ある 一
調査 は定期接種世代女性 に つ い て は198 8年に 横断調査
を ， ワ ク チ ン 任意接種者 を含む妊娠可能年齢婦人の 風
疹抗体保有状況 に つ い て は1976年か ら1988年 まで 疫学
調査 を ， ま た風疹抗体陰性者 に 対す る 風疹 ワ ク チ ン接
風疹 ワ ク チ ン 接種後の 抗体 に 関す る 疫学的研究
種後の抗体獲得状況 に つ い ては 追跡調査 を実施 し た ．
風疹 ワ ク チ ン 接種後 の風疹抗体成績 の判定 に あ っ て
は， H 工法 お よ び E工A法 に よ る そ れ ぞ れ の 結果 を組 み
合わせ て ， H I抗体価 8倍未満 か つ Rubella－IgG 陰性
を r真陰性J， H I抗体価16倍以 上 か つ Rubella －IgG 陽
性を r真陽性Jと した ．
1 ． 風疹 ワ ク チ ン 定期接種世代女性の風疹抗体 r 真
陽性J 率は95．5％， 同 年齢層男性 の 仁美陽性J 率は
71．3％ ， 風疹 ワ ク チ ン 開始以前 に 中学校 を卒業 した非
定期接種世代女性 の r真陽性J 率は60．5％と ， 中学で
の風疹 ワ ク チ ン接種が 女性群 に 良好な抗体保有状況を
も た ら して い る こ とが 示 され た ．
2 ． 年度 別ワ ク チ ン 接種率と定期接種世代 の年齢別
抗体陽性率 と の 問に 有意 な相関くr ニ 0． 76， pく0， 岬
が明 ら か と な っ た ． ワ ク チ ン 接 種率 の 高 か っ た
く91■0％1 時代と低 か っ た く77．6％I 時代に 対応 し ， 定期
接種世代 の r真陽性J 率は96．3％対93． 6％を示 し ， ワ
ク チ ン 接種率 と r 真陽性J 率が 1 ％未満 の 危険率で有
意に 関係 し て い る こ と が 明 ら か に され た ．
3 ． 中学校の 風疹ワ ク チ ン接種記録 を調査 し ， 定期
接種世代の 抗体 r 真陰性J 者の中に36％の ワ クチ ン接
種者 を確認 した ． こ の ワ ク チ ン 接種 の 既往歴 の あ る
r真陰性J 者は定期接種世代全体 の1．3％に な るが ． こ
れ まで の 報告に み ら れ る よう な ワ ク チ ン 接種後の 年月
の 経過 に 伴 う割合 の増加 は認め ら れ な か っ た ． さ ら に
風疹抗体 仁真陰性J 者に お い て ， 過 去の ワ ク チ ン接種
記録と E工A法 な どの 高感度測定法 に よ る微 量 な 風疹
特異的抗体成績 とが 一 致す る傾向が認 め ら れ た ．
4 － 妊 娠可能年齢婦人 の 任意に よ る風疹 ワ ク チ ン 接
種率は ， 1984年 か ら1988年ま で の 間 で ， 風疹 H I抗体
価8倍未満 の 婦人 に つ い て8 ．5％の 接種率で あ っ た ．
定期接種世代 を除く妊娠可能年齢婦人 の 風疹抗体保有
率は ， 1984年57．9％ ， 198 8年60．8％で あ り統計的な差
異はみ られ な か っ た ． 1 976年 か ら1988年ま で 毎年， 合
計10，4 41名の 妊娠 可能年齢層の風疹抗体保有状況 と風
疹感染状況 を調査 し た ． その 結果
，
風疹 流行期に は妊
娠可能年齢層の 風疹感受性者 に お け る風疹感染率 の 増
加が み ら れ た ．
5 ． 通常く1日別 の 風疹 ワ ク チ ン接種後 に 風疹抗体が
認め ら れ な い 仁非陽転者J へ ワ ク チ ン 再投与 を試み た
と こ ろ
，
ワ ク チ ン 再 接種後 の 抗体獲得状況 は6 8％の
仁真陽性J 抗体獲得率 で あ り ， 初 回 ワ ク チ ン 接種者の
仁真陽性J 抗体獲得率9 6％ に 及 ば な い こ と が 示 さ れ
た． 再接種後の Hl抗体価 も低 い レ ベ ル で あ る例が 多
く み られ た ． さ ら に 2 度以 上 の 風疹 ワ ク チ ン 接種 に
よ っ て も 低い レ ベ ル の 抗体 しか 獲得で き な い 例に ， 長
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期追跡調査か ら獲得抗体の 維持が困難な例が認 め られ
た ．
以 上の こ と か ら ， 風疹 ワ ク チ ン 接種後の 抗体獲得状
況 に は個人 差が み られ る もの の ， 風疹 に 対す る集団免
疫の 立場 か ら は ， 妊 娠可能年齢層の任意 に よ る風疹 ワ
クチ ン接種率 を高め る こ とと ． 風疹 ワ クチ ン定期接種
に お い て接種率 を90％以上 に 引き上 げる こ と は ， 風疹
感染予防上 ， 有効で あ る こ と が血清疫学的に 示 唆 され
た ．
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